
２月２０日（金）は、学習発表会です！！ 
これまでの学習の成果を発表します。たくさんの皆様にご覧いただければと思います。ぜひ、お越し

ください。（詳細は、裏面をご覧ください。） 

＜学校教育目標＞ 瞳かがやき、思いやりあふれる木葉の子 「気付く」 「表す」 「認め合う」 
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性に関する指導・長縄大会がありました（オープンスクール） 
１月２３日（金）、性に関する指導の公開授業と、長縄大会を行いました。性に関する指導は、全学年行い

ました。 

１年生：「たいせつなからだ」              ２年生：「いのちのたん生」 

３年生：「命の祭り～ヌチヌグスージ」       ４年生：「１０才のありがとうを伝えよう」 

５年生：「メディアと私たち」               ６年生：「性の多様性」 

学校における性に関する指導は、子供たちの人格の完成と豊かな人間形成を目的としています。子供た

ちの発達段階を踏まえ、学校全体での共通理解を図り、保護者や地域の方々の理解を得ることを大切にし

ています。今回も、たくさんの方々が参観に来ていただき、ありがとうございました。参観された内容をご家

庭でも話題にしていただき、子供たちが生命尊重や人間尊重、男女平等の精神に基づき、自ら考え、判断

し、意思決定の能力を身に付け、望ましい行動をとれるように一緒に育てていきたいと思っています。 

同日に、長縄大会を運動場で実施しました。これまで、体育の時間や朝の時間、昼休みなど練習を重ね

てきました。朝はとても寒かったのですが、この時間は、陽が出て少し暖かくなりました。３分間で何回跳べ

たかをクラスごとに数えました。目標回数を達成できたクラス、そうでなかったクラスがありましたが、目標回

数を達成することが一番の目的ではありません。これまでの練習で、縄に引っかかった人がいても「大丈

夫？」「いいよ、いいよ」などと声をかけたり、「もう少し前で跳ぶといいよ」とアドバイスしたりする姿がありま

した。当日も、同じような姿がたくさん見られました。引っかかったり、うまく跳べなかったりしても、その子を責

めたりがっかりしたりするような様子はありませんでした。１つの目標に向かって、クラス全体でまとまって、

心が一つになっている様子がよく分かりました。跳ぶ人だけではなく、縄を回す人も、見学していた人も、同

じ思いで参加ができたのではないかと思います。全クラス、クラスの絆や心のつながりが一番の目的として

達成できたと思います。素晴らしい姿をありがとう。応援してくださった皆様、ありがとうございました。 

木葉の子だより 
～いろとりどり～ 


